
１ 単元構想 第 4学年 理科「ものの温度と体積」（全 11時間） 



２ 本時について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 実践を終えて 

 【単元について】 

 本単元は潮吹きくじらを用いて導入に入った。ペットボトルでくじらの形を作り、中に水を入れてお湯をかけ

るとストローから水が出てくる構造になっている。お湯をかけてストローから水がでてきたとき、子どもたちか

ら「自分たちもやってみたい」という言葉がでてきた。実際に子どもたち自身で潮吹きくじらを試してみたこと

で、「なんでストローから水が出てきたんだろう？」という疑問をもつことにつながった。その後「あたためられ

て空気がふくらんだから」「あたためられて水がふくらんだから」「あたためられて空気と水両方がふくらんだか

ら」と、大きく３つの予想が出てきて、それぞれの予想を確かめていった。その際に、実験をしたときのくじら

の様子の観察や既習事項、生活経験などの予想の根拠を大切にしながら学習を進めた。 

 

 【子どもの解決したい問題となっていたかについて】 

 導入の場面で潮吹きくじらを見た後に、実際に自分たちで実験を行うことで子どもたちは興味・関心をもつこ

とができた。また「どうして水が出たんだろう？」と多くの子どもが疑問に思っていたため、「空気はあたためる

とふくらむのかな？」という子どもたちが解決したい問題につながったと考える。その後、生活経験や既習事項、

くじらの様子の観察を根拠に予想し、実験方法を考える場面ではどんな方法だと分かりやすく、はっきりと確か

められるかを真剣に考えたりしていた。このような姿から、子どもたちの解決したい問題になっていった。 

 

 【ひびき合いについて】 

 本時では、「空気はあたためるとふくらむの？」という学習問題に対して生活経験や既習事項をもとに、子ども

同士で話し合い、自分の考えをより確かにする姿を目指した。空気はふくらむのか、ふくらまないのかを予想し

ていく中で、これまで学習してきたことを掲示したり、イメージ図の例を提示したりと、予想の根拠を一人ひと

りがしっかりと持った状態で話し合いができるよう工夫した。そうすることで、話し合いの場面では一人ひとり

が自分の考えを、根拠をもとにクラスのみんなに伝えることができ、その考えに対して似ている考えや違った考

えを多くの子どもが出し、ひびき合うことができたと考える。しかし、特定の子どもだけで話し合いが進んでし

まっている場面もあった。そこで教師が立ち止まり、もう一度子どもに切り返したり、ペアで話し合って考える

場面を作ったりすることで、さらにひびき合う姿が多く見られたと考える。 

 

 【成果と課題について】 

 成果としては大きく２つ挙げられる。１つ目は子どもたちが予想の根拠をこれまでの経験を基に話すことがで

きていたことである。子どもたちはこれまでに学習したことや、自分の生活経験から、予想の根拠を分かりやす

く話すことができていた。２つ目は書画カメラを有効に活用できたことである。書画カメラを使ってノートに書

いたイメージ図や、生活経験を基に考えた図などを見せながら説明することで全員の共通理解を図ることができ

たと考える。 

 課題としても大きく２つ挙げられる。1 つ目は対教師な場面が多かったことである。子ども同士で話し合う場

面が少なかったことから、教師側からの指名だけでなく、相互指名を取り入れていくことで「みんなで話し合っ

ているんだ」という意識を子どもたちにもたせることができたのではないかと思う。また、相互指名だけでなく

必要な場面で意図的指名をすることで、より深まる話し合いをめざしていきたい。２つ目は全員が理解しきれず

に進んでしまう場面がいくつかあったことである。全員が理解できているかを考え、立ち止まりながら話し合い

を進めていくことをこれから大切にしたい。 


